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ニュース

　

明
治
���
年
記
念
第
��
回
日
本
古
武
道
演

武
大
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
日
本
古

武
道
協
会
）
は
、
２
月
４
日
に
日
本
武
道

館
で
、
演
武
者
・
関
係
者
・
観
覧
者
約
３

千
名
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

演
武
大
会
に
は
全
国
か
ら
古
武
道
��
流

派
���
名
が
参
加
し
、
古
い
に
し
えか

ら
伝
わ
る
武
道

の
奥
義
が
次
々
に
披
露
さ
れ
た
。

　

大
会
は
��
時
��
分
に
開
会
。
三
藤
芳
生

日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長
・
日

本
古
武
道
協
会
常
任
理
事
の
開
会
宣
言
、

国
歌
斉
唱
の
後
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館

会
長
・
日
本
古
武
道
協
会
会
長
が
主
催
者

挨
拶
を
行
っ
た
。

「
古
武
道
は
現
代
武
道
の
源
泉
・
源
流
で

あ
り
、
���
年
以
上
前
、
武
士
達
が
実
際
に

学
ん
で
い
た
武
道
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か

演
武
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
熟
練
の
心
技
体
を
十
分
に
発
揮
し
て

い
た
だ
き
、
ご
観
覧
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
古
武
道
の
奥
義
・
神
髄
を
十
分

に
ご
堪
能
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
古
武
道
の

更
な
る
伝
承
・
発
展
に
役
立
て
ば
大
変
有

り
難
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

　

次
に
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理
事

長
・
日
本
古
武
道
協
会
理
事
長
が
挨
拶
に

立
っ
た
。
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古武道功労者表彰。左から柳生耕一厳信氏、高村正彦会長、小野尾正治氏

け
ま
せ
ん
。
皆
様
に
は
是
非
と
も
古
武
道

を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
が
身
に
付
く
よ
う
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
が
来

賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

「
毎
年
、
皆
様
の
演
武
を
息
を
す
る
の
も

忘
れ
る
く
ら
い
見
入
っ
て
お
り
ま
す
。
古

武
道
は
武
道
の
源
流
で
あ
り
、
原
点
を
大

切
に
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
古

武
道
に
は
千
数
百
年
の
歴
史
、
そ
れ
ぞ
れ

の
土
地
の
魂
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が
脈
打

っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
武
道
家
の
聖
地

で
あ
る
日
本
武
道
館
で
、
皆
々
様
の
日
頃

の
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

　
開
会
式
が
終
わ
る
と
、
古
武
道
功
労
者

表
彰
に
移
っ
た
。
平
成
��
年
度
の
古
武
道

功
労
者
で
あ
る
柳や
ぎ

生ゅ
う

耕こ
う

一い
ち

厳と
し

信の
ぶ

（
柳や
ぎ

生ゅ
う

新し
ん

陰か
げ

流り
ゅ

兵う
へ

法い
ほ

剣う
け

術ん
じ
ゅ
つ第
二
十
二
世
宗
家
）、

小お

野の

尾お

正ま
さ

治は
る

（
森も
り

重し
げ

流
り
ゅ
う

砲ほ
う

術
じ
ゅ
つ

代
表
）
の

両
氏
。
両
氏
に
は
賞
状
と
賞
品
が
授
与
さ

れ
た
（
古
武
道
功
労
章
受
章
の
喜
び
の
声

は
���
頁
〜
���
頁
に
掲
載
）。

　

演
武
は
午
前
��
時
か
ら
始
ま
り
、
最
初

に
小
笠
原
流
弓
馬
術
が
百も

も々

手て

式し
き

を
披
露

し
た
。
こ
れ
は
祈
願
・
魔
性
退
散
ま
た
は

祝
事
・
祭
事
で
行
わ
れ
る
儀
式
で
、
日
本

古
武
道
協
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
隆
盛
と

熊
本
地
震
、
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
を
祈

願
し
て
執
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
兵
法
タ

イ
捨
流
か
ら
順
に
各
流
派
の
演
武
が
披
露

さ
れ
て
い
っ
た
。
��
番
目
の
小
野
派
一
刀

流
剣
術
の
演
武
後
に
��
分
間
の
休
憩
を
挟は
さ

み
、
古
武
道
功
労
章
を
受
章
し
た
柳
生
耕

一
厳
信
宗
家
の
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
か

ら
演
武
は
再
開
さ
れ
た
。
各
流
派
と
も
特

色
が
溢
れ
る
演
武
を
披
露
し
、
演
武
が
終

わ
る
度
に
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起

こ
っ
た
。
演
武
会
の
掉と
う

尾び

を
飾
る
の
は
森

重
流
砲
術
。
ま
ず
礼
射
に
あ
た
る
居い

放は
な
しが

演
武
さ
れ
、
火
縄
銃
の
轟ご
う

音お
ん

が
館
内
に
谺
こ
だ
ま

す
る
と
、
客
席
か
ら
は
大
き
な
ど
よ
め
き

が
起
こ
っ
た
。
続
け
て
、
五
発
を
短
時
間

に
発
砲
す
る
早は
や

放は
な
し、
最
後
に
射
手
が
横
一

列
に
並
ん
で
射
撃
を
行
う
備
そ
な
え

打う
ち

が
披
露
さ

れ
て
演
武
納
め
と
な
っ
た
。

　

火
薬
の
匂
い
と
白
煙
が
、
も
う
も
う
と

立
ち
こ
め
る
中
、
内
田
康
介
日
本
古
武
道

協
会
理
事
・
事
務
局
長
が
閉
会
を
宣
し

て
、
大
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

「
第
��
回
日
本
古
武
道
大
会
を
盛
大
に
開

催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
現
代
武
道
の
源
流
た
る
古
武
道
を

通
じ
て
、
我
々
日
本
人
が
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
い
け
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
日
本

を
誇
り
と
す
る
気
持
ち
、
他
者
に
対
す
る

思
い
や
り
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
元
気

さ
、
活
力
の
３
つ
で
す
。
こ
の
３
つ
が
欠

け
て
い
る
現
状
を
な
ん
と
か
し
な
い
と
い

山谷えり子参議院議員 臼井日出男日本武道館理事長 高村正彦日本武道館会長

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース

為我流派勝新流柔術

兵法タイ捨流

野田派二天一流剣術

二刀神影流鎖鎌術

沖縄剛柔流武術立身流兵法心月無想柳流柔術
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神道夢想流杖術

初實剣理方一流剣術

天道流薙刀術

和道流柔術拳法氣樂流柔術

荒木流軍用小具足

小笠原流弓馬術
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ニュース

鹿島新當流剣術

直心影流薙刀術

天神真楊流柔術

澁川流柔術

柳生心眼流體術

大東流合気柔術琢磨会
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長谷川流和術

雲弘流剣術卜傳流剣術

小野派一刀流剣術

鐘捲流抜刀術

森重流砲術
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ニュース

金硬流唐手・沖縄古武術鹿島神傳直心影流剣術 神道無念流剣術

貫心流居合術円心流居合据物斬剣法

竹内流柔術日下捕手開山尾張貫流槍術

宝蔵院流高田派槍術
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①
小
笠
原
流
弓
馬
術
（
神
奈
川
）

　

小
笠
原
清
忠
、
小
笠
原
清
基
、
鎌
形
佐
知
夫
、

玉
川
智
、吉
田
昌
伸
、星
野
達
郎
、砂
口
勝
紀
、

町
田
和
海
、
武
宮
誠
、
佐
藤
雄
亮

②
兵
法
タ
イ
捨
流
（
熊
本
）

　

上
原
エ
リ
子
、
山
本
隆
博
、
田
添
信
一
郎

③
澁
川
流
柔
術
（
大
阪
）

　

吉
野
明
嗣
、
五
嶋
有
気
、
東
英
章
、
南
谷
洋

行
④
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
（
奈
良
）

　

一
箭
順
三
、前
田
繁
則
、粕
井
隆
、尾
野
好
司
、

若
林
幹
雄
、
長
田
眞
男
、
美
馬
博
幸
、
高
橋

英
樹
、
西
本
昌
永
、
宮
島
勝

⑤
貫
心
流
居
合
術
（
島
根
）

　

松
本
秀
邦
、
玉
木
久
男
、
中
村
政
雄
、
安
達

喜
久
雄
、
石
田
隆
、
守
山
健
三
、
米
山
正
行
、

小
笠
原
優
子
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ロ
ド
リ
ッ
ク

⑥
竹
内
流
柔
術
日
下
捕
手
開
山
（
岡
山
）

　

竹
内
藤
一
郎
、
竹
内
久
朋
、
氏
房
功
、
八
木

隆
志

⑦
卜
傳
流
剣
術
（
青
森
）

　

小
山
秀
弘
、
小
山
隆
秀

⑧
沖
縄
剛
柔
流
武
術
（
沖
縄
）

　

東
恩
納
盛
男
、
中
村
哲
二

⑨
氣
樂
流
柔
術
（
群
馬
）

　

飯
嶌
文
夫
、飯
嶌
雅
史
、飯
嶌
幸
、川
島
輝
之
、

大
塚
良
太
郎
、
船
田
清

⑩
野
田
派
二
天
一
流
剣
術
（
熊
本
）

　

荒
木
章
博
、
大
群
和
史

⑪
心
月
無
想
柳
流
柔
術
（
兵
庫
）

　

岩
永
源
三
郎
、
大
窪
敏
明
、
吉
岡
勝
子
、
桑

波
田
秀
祐
、
八
島
和
雄
、
井
上
優
一
郎
、
奥

村
宗
一
郎
、
中
尾
昭
二
、
山
本
公
子

⑫
天
道
流
薙
刀
術
（
東
京
）

　

木
村
恭
子
、
針
本
佳
世
子
、
田
室
美
知
子
、

浦
部
育
子
、
小
野
由
紀
子
、
廣
瀬
幸
子
、
頴

原
和
代
、玉
置
捷
子
、和
田
久
代
、野
崎
恵
美
、

中
段
亜
由
美
、
近
藤
圭
恵
、
清
水
真
由
美
、

木
村
有
里

⑬
円
心
流
居
合
据
物
斬
剣
法
（
大
阪
）

　

増
本
孝
和
、
高
槻
幸
雄
、
片
野
美
佐
、
北
野

光
一
、吉
井
壽
彦
、梅
田
こ
ず
え
、徳
山
和
彦
、

松
永
道
広

⑭
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術
（
沖
縄
）

　

早
坂
ゆ
か
り
、
大
村
朝
洋
、
江
幡
妙
子

⑮
為
我
流
派
勝
新
流
柔
術
（
茨
城
）

　

根
本
憲
一
唯
之
、
谷
啓
二
、
大
和
久
正
幸
、

村
木
浩
治
、
沢
幡
伸
男

⑯
雲
弘
流
剣
術
（
熊
本
）

　

井
上
弘
道
尤
雲
、
井
上
照
貴

⑰
二
刀
神
影
流
鎖
鎌
術
（
高
知
）

　

島
村
収
、
細
川
隆
、
中
平
凱
也

⑱
小
野
派
一
刀
流
剣
術
（
東
京
）

　

矢
吹
裕
二
、
川
上
一
夫
、
浅
井
雅
史
、
石
崎
徹

⑲
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
（
愛
知
）

　

柳
生
耕
一
厳
信
、
葭
谷
努
、
鈴
木
泰
充
、
柴

田
幸
芳
、
渕
上
俊
顕
、
星
川
宣
禎

⑳
長
谷
川
流
和
術
（
埼
玉
）

　

桑
原
巡
、宮
下
邦
博
、倉
田
勝
己
、中
前
裕
治
、

逸
見
彰
一

㉑
尾
張
貫
流
槍
術
（
愛
知
）

　

加
藤
伊
三
男
、
下
村
幸
裕
、
神
戸
信
夫
、
下

出
場
流
派
・
演
武
者
（
演
武
順
）

村
直
樹
、赤
羽
根
大
介
、森
治
紀
、毛
利
圭
介
、

横
地
浩
紀
、
小
池
祐
紀
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ク

ラ
ッ
プ
、
神
原
会
弥
、
山
内
一
統
、
新
垣
ダ

ニ
エ
ル
、塚
田
信
希
、木
村
凌
弥
、若
尾
洋
子
、

石
田
理
英
、
中
村
武
靖

㉒
神
道
夢
想
流
杖
術
（
福
岡
）

　

波
止
成
徳
、
神
代
孝
一
、
乙
藤
美
津
子
、
光

廣
勝
人
、
上
野
二

㉓
鐘
捲
流
抜
刀
術
（
岡
山
）

　

楢
原
正
士
、
楢
原
弘
之
、
柚
木
一
男
、
俣
野

勝
美

㉔
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会
（
大
阪
）

　

森
恕
、
川
邉
武
史
、
芝
田
彰
祐
、
槇
原
恒
夫
、

藤
江
美
智
雄
、
小
林
明
彦
、
谷
井
健
一

㉕
初
實
剣
理
方
一
流
剣
術
（
岡
山
）

　

植
月
求
、
植
月
重
幸
、
正
木
英
登

㉖
直
心
影
流
薙
刀
術
（
奈
良
）

　

荻
原
晴
子
、
阿
部
妙
子

㉗
鹿
島
新
當
流
剣
術
（
茨
城
）

　

今
井
淳
也
、
小
松
崎
政
史
、
横
尾
廣
美
、
内

田
嘉
昭
、
橋
本
大
、
畳
屋
敏
治

㉘
柳
生
心
眼
流
體
術
（
神
奈
川
）

　

梶
塚
靖
司
、
寺
久
保
敦
也
、
高
橋
慶
太
、
谷

野
文
弥
、吉
岡
一
紀
、藤
澤
勝
也
、前
田
樹
里
、

鈴
木
真
由

㉙
神
道
無
念
流
剣
術
（
東
京
）

　

小
川
武
、
中
島
宏
之
、
萩
崎
昭
、
齊
藤
政
文
、

中
舘
秀
光
、
落
合
毅
、
土
屋
正
則
、
城
崎
建

太
郎
、
牧
戸
昌
邦
、
玉
根
純
也
、
丹
羽
惠
一
、

浅
野
史
明
、
山
谷
怜
子
、
樋
口
夏
樹

㉚
和
道
流
柔
術
拳
法
（
東
京
）

　

大
塚
博
紀
、
井
上
義
孝
、
寺
田
英
視
、
押
田

良
光
、
坂
巻
明
、
金
澤
紀
代
子
、
マ
ル
コ
・

ブ
ル
サ
ー
チ
、
ロ
ヒ
ヤ
・
フ
ァ
ン
デ
ル
・
フ

ェ
ル
デ

㉛
荒
木
流
軍
用
小
具
足
（
埼
玉
）

　

豊
田
良
樹
、千
葉
明
、栗
林
征
喜
、坂
本
浩
一
、

片
桐
克
彦
、
河
野
真
一
、
浅
輪
晃
一
、
鶴
岡

嘉
治
、
鶴
岡
優
子
、
高
橋
杏
奈

32
天
神
真
楊
流
柔
術
（
埼
玉
）

　

坂
本
忠
彦
、
渡
邊
卓
也
、
岩
倉
淳
、
古
川
眞
一
、

小
澤
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